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研究成果の概要 

 

力によって磁性を制御するためのナノ磁石のモデル系として、酸素分子の単層膜の作製とその磁性

の評価を行ってきた。酸素分子を十分な吸着量で基板表面に垂直に吸着させて得られる、高密度相の単

層膜において、格子形状から磁気構造の情報が得られることが示された。具体的には、原子間力顕微鏡

で観察された各々の酸素分子の位置を解析することによって、低温において反強磁性秩序をとってい

ることが示唆された。単層膜の磁性と吸着構造が相関することを明らかにするために、一酸化炭素分子

の吸着構造を調べた。一酸化炭素分子も基板に対して垂直に吸着する単層膜が形成されるが、磁性をも

たない。原子間力顕微鏡によって、一酸化炭素分子の単層膜を原子分解能で分析した。その結果、酸素

分子とは異なり、基板の３回対称を保った構造をとることが確かめられた。特に、基板と高次整合した

超構造をとることがわかった。３回対称を破った吸着構造をとる酸素分子の単層膜の特殊性が明確に

なった。 

さらに、磁性の原子分子を吸着させる基板として、バンドギャップが大きい半導体を探索した。その

うち、ダイヤモンド表面の分析を行った。ダイヤモンド表面では、炭素原子が狭い間隔で配列している

ため、個々の炭素原子が可視化されていなかった。今回、シリコンの探針をダイヤモンド表面に近接さ

せて、シリコン原子と炭素原子を化学結合させることで、個々の炭素原子が可視化されることがわかっ

た。その際に、表面の炭素原子が変位することがわかり、ダイヤモンドという硬い物質でも原子移動が

起こりうることが判明した。そのことは、磁性を力学制御する一つの原理として考えている原子変位を

炭素系材料に適用することができることを示唆する。 
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